
 
 

 文化財についての補足説明 
   [引用資料・・岡崎市教育委員会文化財関係資料 他]                               
 
 

［い］浄珠院 

[ろ] 犬頭神社 

[は] 来迎院 

[に] 観音寺 

[ほ] 崇福寺 

[へ] 竜泉寺 

[い、ろ、は]の記号は展示資料記号に準じる  

悠紀の里 サポーター会 0 



• 岡崎市指定文化財・・・昭和４７年指定（岡崎市美術博物館寄託） 
 

• 作成  室町時代  １５世紀  
 

• 法然上人の伝記を説いた絵伝   ６幅 
 

• 全体を七十七の事蹟で構成   
 

• 蛇行状に細密な描写で物語を展開 
 
 

［い］浄珠院
じょうじゅいん　

    （上和田町）

絹本著色法然上人絵伝
けんぽんちゃくしょく
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絹本著色法然上人絵伝  教育委員会編集 
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絹本著色法然上人絵伝 
法然上人は浄土宗の宗祖 
「浄土宗」の教えの趣旨 
「南無阿弥陀仏」と口にして唱えれば、
必ず仏の救済を受けて平和な毎日を
送り、浄土に生まれることができると
いう他力の教え  （当時の旧仏教の
中で、この教えを打ち出したので色々
な苦難が続いた） 
 
法然上人の生涯 
１１３３年・・岡山県（美作の国）に生まれる 
１１４７年・・戒壇院で出家 
１１５０年・・法然坊源空と改名 
１１７５年・・浄土宗を開く 
１１８６年・・南都北嶺の僧達と大原談義 
１２０７年・・四国（讃岐）配流 
１２１１年・・京都へ召喚 
１２１２年・・没（８０才） 
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[ろ] 犬頭神社 (宮地町)  
   石鳥居 石造狛犬 石造唐猫  

• 岡崎市指定文化財・・・・昭和42年指定 
 

• 石鳥居・・[安土桃山時代  1605年]   
       ☆明神系の鳥居、岡崎地方の最古の石鳥居で、越前産の石を加工、 
            越前鳥居としても最古の形式 
 
・ 石造狛犬・・[江戸時代 1610 年] 
     ☆越前産の石を加工、本殿の前におかれているが高い塀に囲まれている 

 
・石造唐猫・・[江戸時代 1605年]     
  ☆同上の石を加工､高さ20ｃｍの小サイズ、「たてがみ」があり狛犬に類似 
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石鳥居 石造狛犬 石造唐猫 教育委員会編集 
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石鳥居   石造狛犬 石造唐猫 
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高さ約20ｃｍの小サイズ 
「たてがみ」があり」   



• 岡崎市指定文化財・・・・昭和47年指定  
 

• 作成  平安後期  1躯 
 

• 大きな仏頂、彫眼、丸い肩、流れるような衣紋線が特徴 
 

• 像高 ６６ｃｍ 
 
 
 
 
 

[は] 来迎院
らいこういん

　　　  (上青野町)
　　木造来迎阿弥陀如来立像
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木造来迎阿弥陀如来立像 教育委員会編集 
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来迎院 木造来迎阿弥陀如来立像 
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[に] 観音寺   (下三ツ木町)  
       熊毛兜 

• 岡崎市指定文化財・・・・昭和47年指定 
 

• 作成   安土桃山時代 
 

• １５４８年戦死した三ッ木城主、松平信孝が愛用した兜 
       (信孝は、清康（家康の祖父）の弟) 
 
・１５59年に、岡崎城主より兜を受領、最終的に観音寺で保存 

 
 

  （くま げ  かぶと） 
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熊毛兜     教育委員会編集 
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観音寺  熊毛兜      

戦い時に 
ついた傷跡 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 
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• 岡崎市指定文化財・・・・昭和62年指定 

 
• 絹本著色当麻曼荼羅     1幅  鎌倉時代   
• 浄土教絵画  阿弥陀如来、観音菩薩をはじめとして、極楽浄土の光景を 
 壮麗に描いたもの。奈良県当麻寺の所蔵の「根本曼荼羅」を模写 
 
•  「絹本著色十王図」  10幅 室町時代   
• 人が死後に赴く冥途には、亡者の罪業の審判者として閻魔王等の10王が 
 おり、初七日から始まる各忌日に、順次各王の許で裁かれ、六道の 
 どこに生まれ変わるか決められるという審判の10図 

[ほ] 崇福寺    (中島町)

絹本著色当麻曼荼羅　　絹本著色十王図
けんぽん ちゃくしょく　たいま　まん　だ　ら　 　　　けんぽんちゃくしょく　じゅうおうず
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 絹本著色当麻曼荼羅    
       絹本著色十王図 教育委員会編集 
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原本を正確に模写したもの
で、文亀三年（１５０３年）開
眼供養、当麻寺の本尊とし
て祀られている 
図は、２０１２年、修理完了
時に公開した時の写真 
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絹本著色当麻曼荼羅 当麻寺の三分の一の縮図 
  絵画が不鮮明のため、参考として、奈良県の当麻寺 
  「当麻曼荼羅（文亀本）」を掲載  （原図は約４ｍ×４ｍ） 



冥途で亡者の罪を裁く十
人の王を一人ずつ描い
ている 
 
亡者は初七日から始ま
る各忌日に次々と冥界
で裁判を受け、罪に応じ
た地獄の責め苦を受け
る 
 
右絵は、５７日の閻魔王
の裁きの絵 
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絹本著色十王図 



 
• 岡崎市指定文化財・・・・昭和62年指定 
  
• 作成   江戸時代 （1821年）   
• 作者      岡崎出身の石川貫河堂(かんかどう) 

 
• 中央に涅槃図、そのまわりに釈迦の生涯を描いた八相の 
   ２２図が描かれている    
• 色鮮やかな大福の涅槃図   1幅  
   （縦１７２．７ｃｍ 横 １４１．３ｃｍ） 
 

  [へ] 竜泉寺　　　(中島町)

絹本著色八相涅槃図
け ん ぽ ん ち ゃ く し ょ く は っ そ う ね は ん ず
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絹本著色八相涅槃図 教育委員会編集 
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絹本著色八相涅槃図 
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六ッ美地区の文化財 
 
岡崎市教育委員会編集「岡崎の文化財」他より抜粋 
 
• 六ッ地区の文化財・・・1７  ( 六名、上和田、福岡を含む) 

 
• 国指定、国登録・・・3               市指定・・・13 
        国指定・・土呂八幡宮本殿   真宮遺跡 
    国登録・・本光寺本堂・山門 (上青野町  平成19年指定) 
 
・ 建造物は、度重なる洪水での流出、火災等で少ない 
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展示以外の主な文化財 
1. 本光寺本堂・山門  (上青野町)    国登録文化財 平成19年指定 
   本堂・・1913年再建   山門・・1827年再建 
 
2.土呂八幡宮 (福岡町)  
   ・本殿    国指定文化財 昭和6年指定     江戸時代 1619年建造 
   ・木造阿弥陀如来像 県指定文化財  昭和37年指定    鎌倉後期 
 
3.真宮遺跡(六名 1丁目 ) 国指定文化財 昭和51年指定 縄文晩期〜平安 
 
4.天然記念物 
  浄光寺(中島町)   イチョウの木   昭和50年指定 
             ハマボウの木   昭和60年指定 
  土呂陣屋の松(福岡町)                       昭和38年指定 
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